



































（2）　Vgl. Eugen von Frauenholz, Entwicklungsgeschichte des deutschen Heerwesens, 6 Bände, München 1935-41.
（3）　阪口修平「常備軍の世界─一七・八世紀のドイツを中心に」，阪口修平・丸畠宏太編『軍隊（近
代ヨーロッパの探求 12）』ミネルヴァ書房，2009年所収，102頁。


























































（7）　Michael Frank, Dörfliche Gesellschaft und Kriminalität. Das Fallbeispiel Lippe 1650-1800, Paderborn u.a. 
1995, S. 13f.
（8）　丸畠宏太「兵役・国家・市民社会─19世紀ドイツの軍隊像と軍隊体験」阪口・丸畠編『軍隊』
所収，ラルフ・プレーヴェ『19世紀ドイツの軍隊・国家・社会』阪口修平監訳，丸畠宏太・鈴木直
志訳，創元社，2010年，参照。
